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第 E 編はボイラ蒸発管内の流動に対する第 I 編の理論の適用と実験値との比較，およびボイラ設計に有
用な計算図表の作製について述べたものである。
第 1 章は緒論であって，ボイラ蒸発管内の流動の特質について述べている。

































第 6 章では，電気的に圧力差の変動を記録した実験結果について述べ，第 5 章の方法よりもこの方法が
精度的にまさるので，乙の資料によって第 4 章の理論の妥当性を確かめている。
第 7章では，以上の結果をまとめて，圧力差の平均値と振幅によっで，気液の各流量を測定する新しい
計算図表を提示しており，第 8 章は本編の結論である。
以上のように，蓄者は最近急速に関心の高まってきた気液二相流の実態を，熱力学的および流体力学的
に究明し，多くの基本的特性を明らかにした。すなわち，気液二相流の特質たる脈動損失をとりいれたエ
ネルギ式の提示，圧力損失と気体体積率との関係の解明，気液各流量の計測法の提案および乙れらの応用
研究など，その成果は熱工学および工業上貢献するところが大きい。よってとの論文は博士論文として価
値あるものと認める。
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